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平成 20 年 5 月 16 日 

 

企業会計基準委員会 御中 

 

 

あらた監査法人 

アカウンティング・サポート部 

 

「『退職給付に係る会計基準』の一部改正（その３）」に対する意見 

 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

さて、貴委員会から平成 20 年 3 月 21 日付で公表されました「『退職給付に係る会計基準』

の一部改正（その３）」（以下「会計基準案｣）について、意見を表明する機会をいただき

お礼申し上げます。 

当監査法人の意見を、下記のとおり提出いたしますので、今後の審議においてご検討いた

だきたく、お願い申し上げます。 

敬具 

 

記 

 

【意見】 

 会計基準案第 2 項に示されているとおり、「割引率は、一定期間の債券の利回りの変動を

考慮して決定することができる」とする部分を削除することは妥当であると考えられる。 

 

【理由】 

 会計基準案第 9 項が示すとおり、当該部分は、相当長期間にわたって割引かれる性質を

もつ退職給付債務に関して、毎期末の市場利回りで割り引くことが適切ではないという考

え方を基礎にしていたと考えられる。しかし、この点については、重要性基準が導入され

ていることにより、短期的な割引率の変動の影響は排除されていたと考えられる。このた

め、コンバージェンスの観点から、今回、割引率について一定期間の債券の利回りの変動

を考慮できるとしている部分を削除することは妥当であると考えられる。 

 なお、国際的には重要性基準ではなく回廊アプローチによる遅延認識の方法が従来から

採用されており、またこのような遅延認識に代え未認識となっている数理計算上の差異を

即時認識する方向で検討が進められている。このため、財務諸表利用者及び財務諸表作成

者の意見を踏まえ、「退職給付に係る会計基準」における重要性基準の是非を含めて、引続
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き退職給付債務に係る数理計算上の差異について即時認識することについての検討をされ

ることが望まれる。 

 

以 上 


